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専門研修に係る令和７年度の採用状況
及びシーリングの見直しについて（報告）
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28 5 3 3 3 3 5 1 2 2 0 3 5 1 0 4 2 1 4 75

割合 32.0% 6.7% 4.0% 4.0% 4.0% 4.0% 6.7% 1.3% 2.7% 2.7% 0.0% 4.0% 6.7% 1.3% 0.0% 5.3% 2.7% 1.3% 5.3% 100.0%

シーリング枠内 20 5 3 3 3 3 5 1 2 2 0 3 5 1 0 4 2 1 4 67

シーリング枠外 8 0 8
和歌山県立医科
大学附属病院 19 5 3 3 3 3 5 1 2 2 0 2 5 1 0 3 2 1 3 63
日本赤十字社

和歌山医療センター 9 0 0 0 0 0 1 0 1 11
和歌山県立

こころの医療センター 0 0
和歌山生協病院 1 1
有田市立病院 0 0

R6採用数
〔うちシーリング枠外〕

26
〔6〕

5 4 11 8 1
〔0〕

3 3 4 4 0 3 4 1 0 2 2 0 2 83
〔6〕

R5採用数
〔うちシーリング枠外〕

24
〔4〕

3 5 4 6 5
〔0〕

4 0 3 3 1 3 6 1 4 3 2 2 79
〔4〕

R4採用数
〔うちシーリング枠外〕

30
〔10〕

5 8 4 7 5
〔0〕

1 1 1 4 5 3 4 2 4 2 1 2 89
〔10〕

R3採用数
〔うちシーリング枠外〕

34
〔14〕

2 0 4 3 4
〔0〕

2 0 3 3 1 1 3 0 1 2 3 1 67
〔14〕

R2採用数
〔うちシーリング枠外〕

26
〔5〕

1 1 3 7 9
〔1〕

3 4 8 5 5 3 1 1 5 0 6 2 90
〔6〕

R1採用数 24 5 5 5 2 3 1 1 3 3 2 3 3 0 5 1 1 0 67

H30採用数 23 4 3 2 6 9 4 4 0 2 1 6 1 0 2 2 3 0 72
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内科・整形外科の2診療科がシーリング対象(R2年度採用～）

1

令和７年度専門研修に係る専攻医の採用状況等について（報告）

※1 総合診療は紀北分院

※1



都市部への専攻医集中を抑制するため、五大都市（東京都、神奈川県、愛知県、
大阪府、福岡県）について、各診療科のシーリング数（過去５年の専攻医採用
実績の平均値）を設定

東京都のシーリング数をさらに５％削減

各都道府県別診療科の必要医師数及び必要養成数に基づきシーリング数を設定
当県の状況：

前年度と同様の方法でシーリング数を設定（計算方法の変更等あり）
当県の状況：

シーリング対象診療科：内科（21※）整形外科（9※）
ただし、県立医大地域医療枠・近大医学部和歌山県地域枠・自
治医大卒医師はシーリング対象外

シーリングに係るこれまでの経緯

H30年度採用
（H29年募集）

R1年度採用
（H30年募集）

※ 括弧内の数値は連携枠を除いたシーリング数

シーリング対象診療科：内科（20※）整形外科（9※）
ただし、地域枠医師（前年度の対象外医師＋県立医大県民
医療枠）はシーリング対象外

R3年度採用
（R2年募集）

R2年度採用
（R1年募集）

次頁へ
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シーリングに係るこれまでの経緯①



再計算は行わず、前年度と同数値でシーリング数を設定
当県の状況：

再計算は行わず、前年度と同数値でシーリング数を設定
当県の状況：

※足下医師充足率が低い都道府県との連携枠として「特別地域連携プログラム」を設置

再計算は行わず、前年度と同数値でシーリング数を設定
当県の状況：

※「子育て支援加算」については令和6年度からの導入は見送り。（引き続き検討）

シーリングに係るこれまでの経緯

R4年度採用
(R3年募集)

※ 括弧内の数値は連携枠を除いたシーリング数

シーリング対象診療科：内科（20※）整形外科（9※）
ただし、地域枠医師（県立医大地域医療枠・県民医療枠、近
大医学部和歌山県地域枠、自治医大卒医師）はシーリング対
象外（前年度と同様）

R5年度採用
(R4年募集)

3

R6年度採用
(R5年募集)

シーリング対象診療科：内科（20※）整形外科（9※）
ただし、地域枠医師（県立医大地域医療枠・県民医療枠、近
大医学部和歌山県地域枠、自治医大卒医師）はシーリング対
象外（前年度と同様）

次頁へ

シーリング対象診療科：内科（20※）整形外科（9※）
ただし、地域枠医師（県立医大地域医療枠・県民医療枠、近
大医学部和歌山県地域枠、自治医大卒医師）はシーリング対
象外（前年度と同様）

シーリングに係るこれまでの経緯②



再計算は行わず、前年度と同数値でシーリング数を設定
当県の状況：

シーリングに係るこれまでの経緯

※ 括弧内の数値は連携枠を除いたシーリング数 4

R7年度採用
(R6年募集) シーリング対象診療科：内科（20※）整形外科（9※）

ただし、地域枠医師（県立医大地域医療枠・県民医療枠、近
大医学部和歌山県地域枠、自治医大卒医師）はシーリング対
象外（前年度と同様）

シーリングに係るこれまでの経緯③

※特別地域連携プログラムの連携先の新たな要件として、医師少数区域の病院に新規に
医師を１年以上派遣する研修施設を追加する案が示されていたが、令和7年度からの
導入は見送り。



5

専門研修部会における議論①

● 令和６年度第３回（R6.12.13）及び第４回（R7.1.30）
医道審議会医師分科会医師専門研修部会における議論

（シーリング数の算定方法について）
・ 人口10万人当たりの専攻医採用数は、全国平均から大きく上回る都道府県別診療科や、

逆に全国平均を下回る都道府県別診療科がみられるなど、平均からの乖離が存在している。
・ 都道府県からは、シーリング数の算定において、過去３年間の採用数が考慮されると単年度の一時的な
採用数の増加に影響を受けるため、算定方法の見直しを行うこととの意見がある。

（特別地域連携プログラムについて）
・ 都道府県からは、特別地域連携プログラムはシーリング枠外の上乗せであり、医師の地域偏在を助長する
恐れがあることから、シーリングの枠内で実施するなど見直しを行うこととの意見がある。

（専門研修の指導医について）
・ 地域における専門研修の充実化を図るためには十分な指導医の確保が重要であり、都道府県からも、
地域における指導医の確保が必要であるとの指摘がある。

・ また、都道府県からは、専門医の資格取得後、大学等から多数の医師が県内外の関連施設へ派遣され、
医師偏在や診療科偏在の是正に一定の貢献をしている実情があるとの意見や、医師の養成・派遣は県境を
越えて広域的に行われている実態を踏まえ、こうした医師の養成・派遣を担う大学の役割を適切に評価する
べきとの意見がある。

（日本専門医機構が実施した調査研究の分析結果について）
・ 調査研究では、シーリングは専攻医の選択行動に一定の効果があったとされた一方で、医師少数県の採用
者数の増加については地域によってばらつきがあり、特に東北・東海・甲信越地方の医師少数県においては、
シーリングによる効果が十分に発揮されているとは言えないとされている。
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日本専門医機構
「シーリングに関する研究の報告」
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専門研修部会における議論②

（シーリングの算出方法及び特別地域連携プログラムについて）
・ 専攻医の採用数が全国の平均を大幅に超える場合に適正なシーリング数を設定することはもとより、
平均を下回る場合であっても、各地域において定常的に一定数の若手医師を育成する必要性が
あることに留意が必要ではないか。

・ よって、通常プログラムの定員数の算出について、これまでの「当該都道府県別診療科の平均採用
数」ベースの算出から「当該診療科全体の人口当たり平均採用数」ベースの算出とするとともに、
これまでシーリング外に設定していた特別地域連携プログラムの定員数を、シーリング内に設定する
こととしてはどうか。

（専門研修の指導医について）
・ 連携プログラムの連携先での研修を含め、地域における専門研修の質の向上を図る観点から、
例えば、大学病院等の基幹病院から指導医を地域に派遣した実績を有する場合については、
以下のような観点で評価を行うこととしてはどうか。
○ 指導医の派遣に係る実績に応じて、通常プログラムの定員数を増加する。
○ 指導医不足がより顕著な地域への指導医の派遣については、更なる評価を行う。

● 今後の専門研修制度についての方向性



令和6年12月13日
令和６年度第３回医道審議会医師分科会
医師専門研修部会（一部改変）
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令和7年1月30日
令和６年度第４回医道審議会医師分科会
医師専門研修部会（一部改変）
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令和7年1月30日
令和６年度第４回医道審議会医師分科会
医師専門研修部会（一部改変）


